
本
稿
で
用
い
る
術
語
「
艶
詞
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、

幼
年
の
喝
食
や
若
年
の
美
少
年
僧
に
対
し
て
、
密
か
に
わ
が
思
慕
の
情
を
伝

え
る
た
め
に
製
す
る
詩
を
「
艶
詩
」、
書
状
を
「
啓
箚
け
い
さ
つ

（
札
）」
と
呼
び
、
こ

れ
ら
を
総
称
し
て
「
艶
詞
」
と
呼
称
す
る
。

で
あ
る
。
一
般
に
は
、
喝
食
や
少
年
僧
を
対
象
と
し
た
試
筆
唱
和
詩
・
送
行

詩
・
招
寄
詩
な
ど
、
さ
ら
に
は
男
女
の
情
愛
を
対
象
と
す
る
詩
作
を
も
含
め

て
、
広
義
に
術
語
「
艶
詩
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
本
稿
で
は
以
上
の

総
称
と
し
て
、
術
語
「
艶
詞
文
芸
」
を
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。

艶
詞
に
は
、
こ
れ
を
製
し
て
贈
る
作
者
の
僧
と
、
贈
ら
れ
る
喝
食
や
少
年
僧

と
が
存
在
す
る
。
前
者
を
呼
称
す
る
の
に
術
語
「
差
出
人
」、
後
者
を
呼
称
す

る
の
に
術
語
「
宛
人
」
を
用
い
る
。

本
稿
が
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
艶
詞
が
製
作
さ
れ
、
贈
呈
さ
れ
た
背
景
の

実
態
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
艶
詞
文
芸
が
最
も
盛
行
し
た

と
目
さ
れ
る
応
仁
大
乱
以
後
・
室
町
時
代
後
期
の
五
山
禅
林
に
お
け
る
実
状
を

呈
示
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
蔭
涼
職
・
亀
泉
集
証
が
筆
録
し
た
、
文
明
十
六
年

（
一
四
八
四
）
―
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
に
わ
た
る
『
蔭
涼
軒
日
録
』
の
記
事
中

よ
り
、
特
別
に
一
人
の
喝
食
・
雲
英
宗
悦
に
注
目
し
、
主
と
し
て
宛
人
と
し
て

誕
生
す
る
ま
で
の
経
過
を
辿
り
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
宛
人

と
し
て
選
出
さ
れ
る
に
足
る
と
さ
れ
た
資
格
や
、
宛
人
を
庇
護
す
る
立
場
の
師

僧
や
縁
者
が
果
た
し
た
役
割
を
明
ら
め
る
。

亀
泉
集
証
（
一
四
二
四
―
九
三
）
は
、
幕
府
・
将
軍
の
宗
教
行
事
や
禅
林
行
政

を
輔
佐
す
る
蔭
涼
職
と
し
て
、
五
山
禅
林
を
統
轄
、
監
督
す
る
立
場
に
あ
っ

た
。
一
方
、
在
職
中
は
一
貫
し
て
相
国
寺
雲
頂
院
の
塔
主
で
あ
り
、
蔭
涼
軒
の

実
体
で
も
あ
る
私
寮
の
雲
沢
軒
や
松
泉
軒
の
軒
主
で
あ
り
、
師
・
季
瓊
真
蘂
の

開
創
し
た
禅
仏
寺
（
七
条
柳
原
）
に
も
住
し
た
。
い
わ
ば
、
寺
・
塔
頭
・
寮
舍
の

円
滑
な
経
営
を
企
図
す
る
と
い
う
責
務
も
負
う
て
い
た
。
亀
泉
に
と
っ
て
、
後

継
者
の
育
成
と
寺
院
の
経
営
と
は
、
密
接
に
連
動
し
て
い
た
か
に
見
受
け
る
。

そ
の
示
寂
は
、
擱
筆
後
四
日
の
明
応
二
年
九
月
二
十
七
日
で
あ
り
、『
日
録
』
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（

）
の
記
事
は
、
最
晩
年
に
相
当
し
、
こ
の
間
、
異
状
と
映
ず
る
ま

で
に
、
子
弟
を
膝
下
に
迎
え
て
い
る
。
そ
の
一
人
が
雲
英
宗
悦
で
あ
る
（
１
）
。

一
　
喝
食
「
宗
悦
」
の
誕
生

１
　
法
　
系

雲
英
宗
悦
は
、
亀
泉
集
証
の
附
弟
と
し
て
、
太
清
宗
渭
（
一
三
二
一
―
九
一
）

が
相
国
寺
内
に
開
創
し
た
塔
頭
・
雲
頂
院
の
裡
、
亀
泉
が
自
ら
の
退
隠
所
と
し

て
再
建
し
た
寮
舎
・
松
泉
軒
に
主
と
し
て
居
住
し
た
。
門
派
と
し
て
は
、
太
清

が
嗣
法
し
た
雪
村
友
梅
を
祖
と
す
る
一
山
派
下
雪
村
門
派
に
属
す
る
。

雲
英
宗
悦
の
名
前
は
、
玉
村
竹
二
著
『
五
山
禅
林
宗
派
図
』（
思
文
閣
出
版
、
昭

60
）
や
同
著
『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
〔
新
装
版
〕』（
思
文
閣
出
版
、
平
15
）
亀
泉
集
証

項
の
法
嗣
一
覧
に
も
登
載
を
欠
く
。
亀
泉
の
最
晩
年
の
寵
童
の
一
人
で
は
あ
っ

た
が
、
禅
宗
史
の
上
で
は
無
名
の
生
涯
で
あ
っ
た
。

２
　
「
宗
茂
」か
ら「
宗
悦
」
へ
―
堺
よ
り
の
上
洛

泉
南
堺
の
永
昌
院
に
居
し
た
喝
食
「
宗
茂
」
が
『
日
録
』
に
初
め
て
登
場
し

た
の
は
、
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
十
月
十
日
条
で
あ
る
。（
記
事
引
用
に
際
し
、『
日

録
』
に
つ
い
て
は
書
名
を
省
略
）

興
子
雲
来
茶
話
移
尅
、
愚
問
云
、
鎮
圭
室
去
永
昌
院
別
居
、
実
否
、
答

云
、
兪
、
構
小
庵
居
之
、（
中
略
）
雲
上
司
、
陽
上
司
、
宗
茂
喝
食
者
在

永
昌
云
々
、

（
延
徳
２
・
10
・
10
条
）

子
雲
□
興
と
の
話
談
を
録
し
て
い
る
。
圭
室
□
鎮
が
永
昌
院
を
去
り
、
別
処

に
居
し
た
と
い
う
風
説
の
実
否
を
質
し
て
い
る
。
圭
室
は
、
季
弘
大
叔
筆
録

『
蔗
軒
日
録
』
に
拠
れ
ば
、
文
明
末
年
よ
り
主
翁
・
院
主
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ

に
至
り
別
に
小
庵
を
構
え
て
移
居
し
た
と
い
う
。
永
昌
院
に
留
ま
っ
た
、
特
に

幼
少
の
宗
茂
喝
食
に
と
っ
て
は
、
師
僧
、
あ
る
い
は
庇
護
者
と
し
て
の
院
主
を

欠
い
た
状
態
に
陥
っ
た
。
そ
の
出
処
進
退
に
話
題
が
及
ん
だ
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。
子
雲
は
、
永
昌
院
と
亀
泉
と
の
間
の
、
仲
介
の
労
を
執
っ
た
模
様
で

あ
る
。九

峰
来
談
宗
茂
喝
食
上
洛
之
事
、（
中
略
）
今
晨
九
峰
話
、
改
子
雲
為
雲

岫
云
々
、

（
延
徳
２
・
10
・
12
条
）

同
十
月
十
二
日
の
段
階
で
、
宗
茂
の
上
洛
と
亀
泉
膝
下
へ
の
入
門
の
内
諾
が

得
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
子
雲
は
「
雲
岫
」
と
改
号
す
る
。
宗
茂
と
子
雲
の
両

『
蔭
涼
軒
日
録
』
の

省
略
形
。以
下
同
じ
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之
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啓
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祖 

春
容
慈
藤 

叔
原
宗
菅 

雲
英
宗
悦 

松
裔
真
龍 

九
峰
宗
成 



案
件
を
雲
頂
院
側
に
あ
っ
て
実
質
的
に
差
配
し
、
推
進
し
た
の
は
、
九
峰
宗
成

で
あ
っ
た
（

）。
九
峰
は
太
清
の
法
兄
に
相
当
す
る
雲
渓
支
山
の
法
孫

で
あ
り
（

）、
平
素
は
雲
溪
が
開
創
し
た
玉
龍
庵
に
居
住
し
た
様
子
で
あ

る
が
、
雲
頂
院
の
内
衆
と
し
て
も
処
遇
さ
れ
、
活
動
し
た
。
活
動
圏
は
広
く
禅

林
内
外
に
及
び
、
亀
泉
の
耳
目
、
手
足
と
し
て
輔
佐
し
て
い
る
観
が
あ
る（
２
）
。
足

利
義
政
の
息
と
も
。

B

夜
来
九
峰
・
泰
叔
来
、
蓋
宗
茂
喝
食
上
洛
同
途
之
、
自
宗
信
贈
以
一
2
、

朋
樽
、
黄
柑
一
籠
、
昆
若
一
籠
、
勧
以
盃
、

（
延
徳
２
・
10
・
28
条
）

q

今
晩
以
遣
南
伯
方
丈
、
問
宗
茂
喝
食
掛
搭
、
上
方
赴
浴
室
、
侍
衣
曰
、
住

持
之
儀
不
可
有
子
細
云
々
、
九
峰
・
泰
叔
来
、
請
宗
茂
安
名
、
愚
再
三
辞

之
、
不
允
、
愚
云
、
昔
吾
門
有
材
用
和
尚
、
其
諱
曰
宗
茂
如
何
、
両
人

云
、
別
見
立
其
名
可
也
、
愚
云
、
宗
悦
如
何
、
皆
云
尤
可
也
、
来
二
日
最

上
吉
也
、
其
日
書
塞
命
云
々
、

（
延
徳
２
・
10
・
29
条
）

Z

安
名
宗
悦
書
之
乃
与
、
掛
搭
于
当
寺
、
菅
子
引
導
之
、（
中
略
）
泰
叔
贈

麪
一
盆
、
昆
布
一
折
、
朋
樽
、（
中
略
）
自
開
山
諷
経
宗
悦
喝
食
出
仕
、

（
中
略
）
悦
公
掛
搭
相
兼
而
有
祝
宴
也
、
主
位
愚
以
下
九
員
、
賓
位
悦
公

以
下
八
員
、（
中
略
）
3
計
上
衆
四
十
六
員
、
宴
了
茂
叔
・
九
峰
・
泰
叔
、

茶
話
及
深
更
帰
、

（
延
徳
２
・
11
・
２
条
）

B
・
同
十
月
二
十
八
日
条
で
は
、
宗
茂
喝
食
は
九
峰
と
「
泰
叔
」
に
引
率
さ

れ
、
亀
泉
と
の
初
対
面
を
遂
げ
て
い
る
。
血
縁
者
と
も
目
さ
れ
る
田
村
氏
宗

信
（

）
よ
り
託
さ
れ
た
挨
拶
代
わ
り
の
金
品
も
持
参
す
る
。
泰
叔
□
雲

は
、
永
昌
院
の
内
衆
で
、
堺
に
お
い
て
宗
茂
を
実
際
に
世
話
し
た
僧
で
、
前

掲
・
同
十
月
十
日
条
の
「
雲
上
司
」
が
相
当
す
る
。

q
・
同
二
十
九
日
条
。
亀
泉
は
、
宗
茂
の
入
室
の
た
め
の
準
備
と
し
て
、
小

師
の
南
伯
真
棠
を
時
の
住
持
・
旭
峰
洪
昇
（

）
の
許
に
遣
し
、
相
国
寺

へ
の
掛
搭
の
内
諾
を
得
て
い
る
。
九
峰
と
泰
叔
と
は
、
再
び
亀
泉
の
許
を
訪

れ
、
宗
茂
に
対
し
て
、
改
め
て
安
名
（

）
を
願
い
出
て
い
る
。
改
諱

の
こ
と
は
、
別
の
師
僧
の
附
弟
か
ら
自
己
の
附
弟
に
転
ず
る
こ
と
を
許
諾
し
た

こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
亀
泉
は
再
三
に
わ
た
り
辞
退
す
る
が
許
さ
れ
ず
、「
宗

悦
」
案
を
提
出
す
る
。
亀
泉
が
辞
退
す
る
理
由
は
同
門
派
下
に
先
例
・
材
用

宗
茂

○

○

が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
九
峰
と
泰
叔
は
む
し
ろ
同
一
法
諱
を
避
け

た
も
の
で
あ
る
。
材
用
宗
茂
は
、
雪
村
下
の
雲
渓
の
法
嗣
で
あ
り
、
九
峰
は
そ

の
法
姪
に
相
当
し
て
い
る
（

）。
九
峰
に
と
っ
て
は
、
因
縁
の
深
い
法
諱

「
宗
茂
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
宗
悦
」
へ
の
改
諱
を
首
肯
し
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
こ
の
間
宗
茂
に
対
し
て
強
力
に
後
援
す
る
に
つ
い
て
は
、
並
並
な

ら
ぬ
縁
因
が
存
し
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

Z
・
同
十
一
月
二
日
条
で
は
、
宗
悦
喝
食
が
正
式
に
誕
生
す
る
。
宗
悦
は
相

国
寺
に
掛
搭
、
僧
籍
を
掛
け
て
い
る
。
回
礼
の
た
め
の
先
導
は
、
亀
泉
下
で
好

一
対
の
喝
食
と
な
る
菅
＝
叔
原
宗
菅
で
あ
っ
た
。
宗
悦
は
さ
っ
そ
く
に
開
山
諷

経
に
出
仕
す
る
。
帰
軒
後
に
は
、
掛
搭
の
祝
賀
も
兼
ね
て
宴
が
張
ら
れ
る
が
、

賓
客
座
位
の
筆
頭
に
「
悦
公
」
と
し
て
録
さ
れ
る
。
亀
泉
は
宴
後
も
、
九
峰
・

泰
叔
、
さ
ら
に
は
雲
頂
院
内
衆
の
最
古
参
と
も
目
さ
れ
る
茂
叔
集
樹
と
と
も

前
掲
法
系

図
参
照

法
諱
を
付
与
、

命
名
す
る
こ
と

同
十
一
月

四
日
退
院

信→

森
か
。

後
述
す

前
掲
系

図
参
照

底
本
の
「
峯
」

は「
峰
」に
統
一
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に
、
深
更
に
及
ぶ
ま
で
茶
話
し
て
い
る
。
特
に
泰
叔
に
と
っ
て
は
、
自
ら
が
堺

に
帰
院
後
の
宗
悦
の
指
導
、
後
援
に
つ
い
て
、
亀
泉
以
下
に
改
め
て
懇
請
、
談

合
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

３
　
掛
搭
直
後
の
喝
食
「
宗
悦
」

延
徳
二
年
十
一
月
二
日
、
宗
悦
は
相
国
寺
喝
食
と
し
て
、
ま
た
、
亀
泉
集
証

の
附
弟
と
し
て
正
式
に
誕
生
す
る
。
た
だ
し
、
道
号
「
雲
英
」
の
付
与
は
、
翌

延
徳
三
年
六
月
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。（
○注
道
号
付
与
ま
で
の
期
間
の
み
な
ら

ず
、
喝
食
時
代
に
つ
い
て
は
、
正
式
、
公
式
に
は
、
法
諱
に
よ
る
呼
称
が
用
い
ら
れ
た
。
が
、
本

稿
で
は
煩
雑
・
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、
引
用
記
事
中
の
使
用
を
除
い
て
、
原
則
と
し
て
道
号
・

雲
英
を
用
い
て
称
呼
・
表
記
す
る
。）

こ
こ
で
は
掛
搭
直
後
の
雲
英
の
僧
堂
生
活
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

上
堂
了
、
於
松
泉
炉
間
斎
、
宗
悦
喝
食
・
茂
叔
西
堂
・
九
峰
首
座
・
泰
叔

蔵
主
・
愚
、
五
員
、（
中
略
）
雑
話
及
午
後
、（
中
略
）
夜
来
招
茂
叔
、（
中

略
）
勧
以
盃
、
愚
云
、
築
山
招
隠
足
、
茂
云
、
営
宅
落
成
新
、
悦
云
、
松

下
添
泉
好
、
愚
云
、
梅
辺
得
月
真
、（
中
略
）
及
深
更
帰
、
菅
公
初
秉
筆

也
、

（
延
徳
２
・
11
・
３
条
）

夜
来
茂
叔
・
九
峰
・
泰
叔
来
、
炉
話
移
尅
、
愚
云
、
諸
彦
偶
相
集
不
可
無

句
、
於
爰
宗
悦
喝
食
破
題
云
、
紅
長
冬
後
線
、
愚
云
、
緑
未
臈
前
4
、
聯

三
十
句
、
招
芳
州
・
南
伯
・
維
俊
、
句
終
有
宴
、
及
深
更
帰
、
菅
也
秉

筆
、
桂
・
藤
・
昌
・
康
・
泉
・
駿
等
在
座
、
皆
言
一
句
、
一
時
佳
会
也
、

（
延
徳
２
・
11
・
４
条
）

掛
搭
の
翌
日
・
十
一
月
三
日
は
「
書
雲
節
」（

）
に
相
当
し
、
寺
で
は

住
持
の
上
堂
説
法
、
さ
ら
に
は
秉
払
の
行
事
が
挙
行
さ
れ
た
。
寺
行
事
・
上
堂

に
初
出
仕
し
た
雲
英
を
祝
賀
し
、
亀
泉
は
松
泉
軒
の
炉
の
間
に
お
い
て
斎
食
を

振
舞
っ
て
い
る
。
茂
叔
・
九
峰
・
泰
叔
は
、
い
ず
れ
も
雲
英
の
掛
搭
に
尽
力

し
、
僧
堂
生
活
の
出
発
に
あ
た
っ
て
の
後
援
者
で
あ
る
。
当
夜
に
は
再
び
茂
叔

が
招
ぜ
ら
れ
、
談
合
（
中
略

部
■

）
の
後
に
、
聯
句
に
興
じ
て
い
る
。
亀
泉
の
破
題
句

（
発句

）
と
茂
叔
の
入
韻
句
（
脇句

）
は
、
い
ず
れ
も
新
築
間
も
な
い
松
泉
軒
に
つ
い

て
、
特
に
入
門
し
た
ば
か
り
の
雲
英
の
こ
と
も
あ
り
、
特
別
に
紹
介
、
作
句
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
雲
英
の
第
三
句
は
、
両
句
を
承
け
る
と
同
時
に
、
軒
名

「
松
泉
」
を
分
字
し
て
詠
み
込
み
、「
松○

下
、
泉○

を
添
へ
て
好
し
」
と
す
る
。
句

意
は
容
易
に
理
解
さ
れ
、
い
か
に
も
幼
童
の
作
句
ら
し
い
が
、
実
際
に
は
年
長

僧
、
常
識
的
に
は
師
の
亀
泉
に
よ
る
代
作
で
あ
る
（

）。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
雲
英
が
禅
林
聯
句
の
席
に
出
座
し
た
初
見
の
記
事
で
あ

る
。
こ
れ
以
後
、
雲
英
は
禅
林
聯
句
に
お
い
て
松
泉
軒
の
聯
衆
の
一
員
と
し
て

育
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
記
念
す
べ
き
第
一
歩
で
あ
る
。
な
お
、
当

夜
の
作
句
数
は
省
略
部
の
句
を
含
め
る
と
十
六
句
で
あ
り
、
喝
食
衆
も
各
一
句

を
詠
出
し
て
い
る
。
雲
英
の
初
出
句
、
叔
原
の
初
秉
筆
を
賀
す
る
催
し
で
も
あ

っ
た
。
叔
原
宗
菅○

は
、
そ
の
法
諱
か
ら
菅
原
氏
の
出
自
と
推
測
さ
れ
、
後
に
相

国
寺
住
持
と
し
て
住
山
す
る
が
、
当
時
に
あ
っ
て
は
、
い
さ
さ
か
の
先
輩
の
喝

食
と
し
て
、
雲
英
の
好
対
と
し
て
待
遇
さ
れ
、
錬
磨
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

延
徳
四
年
二
月
二
十
四
日
条
参
照
。

こ
の
日
、「
自
作
也
」
と
特
記
す

書
雲
は
冬

至
の
異
名
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十
一
月
四
日
条
で
は
、
前
夜
と
同
様
、
茂
叔
・
九
峰
・
泰
叔
が
来
軒
し
、
炉

を
囲
ん
で
の
話
談
に
刻
を
過
ご
し
た
後
に
、
亀
泉
の
呼
び
掛
け
で
禅
林
聯
句
が

興
行
さ
れ
て
い
る
。「
爰
に
於
て
宗
悦
喝
食
破
題
し
て
云
は
く
」
と
、
雲
英
が

破
題
句
を
詠
出
し
て
い
る
。
破
題
句
は
、
当
座
に
お
い
て
主
賓
と
し
て
遇
さ
れ

た
聯
衆
が
出
句
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
依
然
と
し
て
雲
英
の

た
め
の
賀
意
を
籠
め
た
会
と
し
て
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。「
紅
は
長
し

冬
後
の
線
」
句
は
、
昨
日
が
冬
至
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
紅
線
で
も
っ
て

日
の
長
短
を
量
る
に
、
冬
至
の
日
か
ら
は
一
線
を
増
す
と
い
う
「
紅
線
量
日
」

（
紅
線
、
日
を
量
る
）
句
を
詠
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
代
作
で
あ
る
が
、

雲
英
の
製
し
た
初
の
破
題
句
で
あ
る
。
前
夜
に
引
き
続
き
、
秉
筆
は
叔
原
で
あ

る
。
少
年
衆
も
皆
一
句
宛
出
句
し
た
。
亀
泉
は
「
一
時
の
佳
会
な
り
」
と
満
足

の
態
で
あ
る
。
雲
英
の
首
途
を
祝
し
、
亀
泉
が
発
起
し
た
一
家
の
雅
会
で
あ

り
、
団
欒
性
が
濃
厚
な
聯
句
で
あ
っ
た
。

十
一
月
三
日
、
四
日
の
両
日
に
お
け
る
記
事
は
、
京
洛
の
相
国
寺
に
喝
食
と

し
て
掛
搭
し
た
雲
英
が
、
そ
の
直
後
に
従
事
し
た
文
芸
が
禅
林
聯
句
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
す
。
掛
搭
当
初
の
喝
食
に
課
せ
ら
れ
る
の
は
、
五
山
派
の
僧
と
し
て

将
来
は
官
寺
の
住
持
に
任
ぜ
ら
れ
る
べ
く
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
の
厳
し
い
修

行
生
活
で
あ
っ
た
と
想
像
し
が
ち
で
あ
る
が
、
実
態
は
い
さ
さ
か
異
な
っ
て
い

る
。
寺
行
事
へ
の
出
仕
は
そ
れ
と
し
て
、
坐
禅
本
位
の
日
課
と
は
ほ
ど
遠
い
、

文
筆
の
業
に
つ
い
て
、
一
家
の
幼
年
、
少
年
衆
を
も
動
員
し
、
本
格
的
鍛
錬
の

手
始
め
に
、
馴
れ
親
し
む
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
艶
詞
文
芸
に
関
わ

る
活
動
も
、
そ
の
延
長
線
上
に
位
置
付
け
ら
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

亀
泉
と
の
間
で
師
資
の
契
約
が
成
立
し
、
相
国
寺
へ
の
掛
搭
を
果
た
し
た
時

点
で
、
雲
英
を
引
率
し
て
上
洛
し
た
泰
叔
の
目
的
は
大
略
達
成
さ
れ
た
。

暮
夜
九
峰
・
泰
叔
来
、
炉
話
移
尅
、
天
気
太
寒
之
故
、
調
粥
欲
勧
之
、
招

茂
叔
・
芳
洲
・
維
俊
・
柏
・
5
・
棠
・
桂
・
藤
聯
句
、
秉
筆
菅
云﹇
公
﹈
、
悦
公

破
題
云
、
梅
期
南
国
信
、
愚
云
、
松
憶
北
山
寒
、
五
十
句
終
皆
帰
、
粥
後

勧
盃
、
々
後
愚
云
、
泰
叔
帰
泉
南
之
日
何
日
、
答
云
、
明
日
明
後
日
之

間
、
愚
云
、
然
者
諸
彦
皆
作
送
行
詩
可
也
、
座
中
皆
諾
、
愚
以
送
賦
早
梅

人
帰
泉
南
為
題
可
乎
、
皆
諾
、
一
時
風
流
之
会
也
、

（
延
徳
２
・
11
・
７
条
）

夜
来
於
松
泉
炉
間
有
詩
会
、
蓋
6
雲
泰
叔
回
泉
南
之
会
也
、
凡
十
五
員
、

秉
筆
菅
子
、
維
俊
也
、
詩
後
有
宴
、
以
赤
雲
為
肴
、
宴
了
茂
叔
・
芳
洲
・

九
峰
茶
話
、
及
深
夜
皆
帰
、

（
延
徳
２
・
11
・
８
条
）

今
晨
雲
泰
叔
回
堺
之
永
昌
院
、
伝
一
行
於
田
村
宗
信
方
、

（
延
徳
２
・
11
・
15
条
）

十
一
月
七
日
条
で
は
、
九
峰
と
泰
叔
、
さ
ら
に
茂
叔
以
下
が
聯
句
に
興
じ
、

次
い
で
泰
叔
の
た
め
に
送
行
詩
会
の
開
催
が
決
ま
る
。
聯
句
興
行
に
つ
い
て

は
、
四
日
条
の
、
秉
筆
叔
原
、
破
題
句
雲
英
と
同
様
の
役
割
で
あ
り
、
祝
賀
の

余
韻
は
い
ま
だ
尾
を
引
い
て
い
る
。
雲
英
の
破
題
句
「
梅
は
期
す
、
南
国
の

信
」
は
、
自
ら
を
都
の
梅
に
擬
え
、
南
国
・
泉
州
堺
よ
り
の
便
り
を
心
待
ち
に

し
て
日
を
過
ご
す
意
を
籠
め
て
い
る
。
泰
叔
へ
の
謝
意
、
さ
ら
に
は
向
後
も
変
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わ
ら
な
い
愛
護
を
願
い
出
て
い
る
。
詩
会
開
催
に
つ
い
て
は
、
明
日
・
明
後
日

の
間
の
下
向
を
告
げ
た
泰
叔
の
た
め
の
送
別
の
h

と
し
て
、
亀
泉
の
「
然
れ

ば
、
諸
彦
は
皆
、
送
行
詩
を
作
さ
ば
可
な
り
」
と
い
う
発
起
に
、
座
中
一
同
は

応
諾
す
る
。
詩
題
「
送
賦
早
梅
人
帰
泉
南
」（
早
梅
を
賦
し
て
人
の
泉
南
に
帰
る
を
送

る
）
も
亀
泉
の
出
題
で
あ
り
、
当
時
期
に
泉
南
に
還
帰
す
る
僧
へ
の
送
行
詩
題

と
し
て
は
類
型
的
で
あ
る
。
開
催
前
な
が
ら
「
一
時
の
風
流
の
会
な
り
」
と
、

満
悦
の
様
子
で
あ
る
。
送
行
詩
会
は
、
禅
林
に
お
い
て
半
ば
慣
例
、
儀
式
化
し

た
雅
会
で
あ
っ
た
。
な
お
、
詩
題
か
ら
推
す
る
に
、
雲
英
の
破
題
句
が
泰
叔
に

宛
て
ら
れ
た
挨
拶
で
あ
る
こ
と
は
い
よ
い
よ
明
白
で
あ
る
。
当
句
も
亀
泉
の
代

作
と
し
て
誤
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

十
一
月
八
日
が
送
行
詩
会
の
当
日
で
あ
る
。
会
場
は
松
泉
軒
の
炉
の
間
で
、

十
五
員
の
詩
衆
が
参
加
し
た
、
雲
頂
院
内
衆
の
詩
会
で
あ
っ
た
。
秉
筆
は
叔
原

と
維
俊
宗
哲
が
勤
め
て
い
る
。

十
一
月
十
五
日
、
泰
叔
□
雲
は
和
泉
国
堺
の
永
昌
院
に
還
帰
す
る
た
め
に
出

立
す
る
。
亀
泉
は
田
村
宗
森
方
へ
の
書
信
を
託
し
て
い
る
。
泰
叔
に
と
っ
て

は
、
十
月
二
十
八
日
以
来
、
十
七
日
間
に
わ
た
る
京
洛
滞
在
で
あ
っ
た

（

）
（
３
）

。

雲
英
＝
宗
悦
は
、
泰
叔
と
い
う
頼
り
と
し
た
法
の
縁
者
に
去
ら
れ
、
亀
泉
膝

下
の
喝
食
の
中
の
新
参
者
と
し
て
、
宗
門
・
僧
堂
で
の
生
活
が
始
ま
る
こ
と
に

な
る
。
具
体
的
な
年
齢
は
未
詳
で
あ
る
が
、
十
代
の
半
ば
と
推
さ
れ
、
新
た
な

師
僧
や
先
輩
僧
の
指
導
の
ま
ま
に
、
緊
張
の
日
々
が
当
分
の
期
間
に
わ
た
り
続

く
こ
と
に
な
る
。

斎
罷
宗
悦
公
初
習
、
書
三
体
詩
七
八
二
章
教
之
、（
中
略
）
今
日
宗
悦
喝

食
初
秉
筆
習
有
之
、
書
詩
四
首
読
之
、
三
首
無
為
読
之
、
終
詩
三
四
之
句

月
蝕
詩
也
、
菅
公
亦
書
六
首
、
三
首
無
為
、
三
首
者
月
蝕
詩
也
、

（
延
徳
２
・
12
・
20
条
）

十
二
月
二
十
日
条
で
は
、
亀
泉
下
で
一
箇
月
余
が
過
ぎ
、
相
国
寺
で
の
僧
堂

生
活
に
慣
れ
た
頃
合
を
見
計
ら
い
、
師
の
亀
泉
は
資
の
雲
英
に
『
三
体
詩
』
七

言
律
詩
の
二
首
を
自
ら
書
し
て
教
授
し
た
後
、
詩
会
に
お
け
る
秉
筆
の
訓
練
を

開
始
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
「
初
習
」
で
あ
る
こ
と
を
特
記
す
る
。『
三
体
詩
』

の
教
授
で
あ
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
禅
林
に
入
門
し
た
当
初
の
喝
食
に
与
え
ら

れ
る
教
材
が
、
作
詩
の
た
め
の
教
科
書
で
あ
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
る
。
亀
泉
の

教
授
が
『
三
体
詩
』
の
所
収
作
品
の
順
序
に
沿
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
七
言
律

詩
を
巻
一
に
収
載
す
る
諸
本
は
見
あ
た
ら
な
い
。
雲
英
の
場
合
、「
初
習
」
と

は
あ
る
が
、
泉
南
永
昌
院
に
あ
っ
て
す
で
に
学
習
が
積
ま
れ
て
い
た
と
解
す
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

秉
筆
の
訓
練
に
つ
い
て
は
、
当
代
の
秉
筆
役
が
、
詩
衆
の
詩
を
記
取
す
る

「
秉
（
執
）
筆
」
の
役
と
と
も
に
、
そ
の
詩
を
読
誦
す
る
「
講
師
」
の
役
を
兼

ね
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。「
月
蝕
詩
」
に
つ
い
て
は
、
中
唐
・
廬
仝
の
著

名
な
詩
題
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
亀
泉
の
用
語
と
し
て
は
、
欠
損
、
欠
点
が
存

す
る
詩
を
指
し
て
い
る
。
雲
英
の
場
合
、
書
詩
四
首
中
の
三
首
に
つ
い
て
の
読

誦
が
「
無
為
こ
れ
を
読
む
」
と
及
第
で
あ
っ
た
が
、
第
四
首
の
転
、
結
句
に
つ

十
月
は

小
の
月
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い
て
は
不
合
格
で
あ
っ
た
。
秉
筆
の
た
め
の
修
練
法
と
し
て
は
、
師
僧
が
口
頭

で
読
み
上
げ
る
詩
を
書
き
写
し
た
よ
う
で
あ
る
。
初
歩
的
な
が
ら
も
、
漢
字
の

知
識
、
さ
ら
に
は
詩
作
の
作
法
の
習
得
が
予
め
必
要
で
あ
っ
た
。
叔
原
の
結
果

は
六
首
中
の
三
首
が
不
合
格
で
あ
っ
た
。
雲
英
は
叔
原
よ
り
も
後
輩
の
喝
食
で

あ
っ
た
が
、
聰
明
で
あ
っ
た
の
も
事
実
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
も
永
昌
院
に
お

け
る
既
習
を
窺
わ
せ
る
。

二
更
後
九
峰
在
礼
間
打
話
、
愚
云
、
請
於
炉
辺
可
相
語
、
九
峰
来
、
宝

也
・
昌
也
、
同
在
座
、
九
峰
云
、
春
近
鶯
巣
雪
、
愚
云
、
夜
深
蟾
窟
風
、

聯
三
十
句
、
々
了
白
雲
・
緑
酷
勧
之
、
秉
筆
悦
公
、
及
暁
鐘
帰
、
一
時
風

流
会
也
、

（
延
徳
２
・
12
・
28
条
）

十
二
月
二
十
八
日
条
で
は
、
雲
英
が
禅
林
聯
句
の
秉
筆
役
を
勤
め
て
い
る
。

院
内
に
お
け
る
有
力
庇
護
者
で
あ
る
主
客
・
九
峰
の
破
題
句
に
よ
っ
て
巻
か
れ

た
三
十
句
で
あ
り
、
雲
英
の
秉
筆
役
は
特
別
の
配
慮
、
指
名
に
よ
る
。
い
よ
い

よ
実
地
の
教
育
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

五
更
之
後
一
家
宴
如
旧
規
、
二
番
座
了
、
諸
弟
三
拝
、
宗
悦
初
備
員
、

（
延
徳
３
・
正
・
朔
条
）

翌
延
徳
三
年
正
月
元
旦
に
は
、
新
年
を
祝
し
て
の
恒
例
の
家
宴
が
催
さ
れ
、

雲
英
に
と
っ
て
は
、
初
め
て
そ
の
構
成
一
員
と
し
て
参
仕
し
て
い
る
。「
諸
弟
、

三
拝
」
と
あ
り
、
松
泉
軒
に
居
住
す
る
亀
泉
膝
下
の
附
弟
の
新
年
の
互
礼
会
に

迎
え
ら
れ
た
。

二
　
艶
詞
文
芸
成
立
の
背
景
―
艶
詞
劇
の
舞
台
裏

１
　
移
寮
―
先
輩
僧
と
の
同
宿

用
務
繁
忙
の
蔭
涼
職
・
亀
泉
の
よ
う
な
場
合
、
入
門
当
初
の
喝
食
が
四
六
時

中
身
辺
に
あ
っ
て
随
侍
し
、
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
が
、

自
ら
の
膝
下
に
預
か
っ
た
責
任
上
か
ら
も
、
容
易
に
監
視
、
監
督
が
可
能
な
居

室
に
お
い
て
養
育
し
た
様
子
で
あ
る
。
そ
し
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、
当
の
喝
食

よ
り
先
輩
の
少
年
僧
を
選
び
、
同
宿
し
て
喝
食
と
し
て
の
心
得
、
行
儀
作
法
な

ど
の
教
育
を
命
じ
て
い
る
。
師
僧
の
直
接
の
眼
が
届
き
難
く
、
比
較
的
私
的
な

生
活
が
営
め
る
空
間
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
艶
詞
文
芸
に
関
わ
る
活
動
の
主
舞
台

に
も
な
っ
た
。

此
日
初
宗
悦
喝
食
移
松
泉
軒
、

（
延
徳
３
・
６
・
９
条
）

宗
悦
喝
食
移
藤
侍
者
寮
、

（
延
徳
３
・
10
・
21
条
）

亀
泉
下
の
喝
食
と
し
て
七
箇
月
が
経
過
し
た
延
徳
三
年
六
月
九
日
条
に
、「
此

の
日
初
め
て
宗
悦
喝
食
、
松
泉
軒
に
移
る
」
と
録
し
て
い
る
。
亀
泉
自
身
が
雲

頂
院
塔
主
、
あ
る
い
は
複
数
寮
舎
主
人
の
顔
を
有
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
文
字

通
り
に
解
釈
す
れ
ば
、
松
泉
軒
よ
り
外
の
居
所
、
雲
頂
院
本
坊
や
さ
ら
な
る
私

寮
・
雲
沢
軒
な
ど
に
居
し
て
い
た
の
が
、
こ
の
日
初
め
て
松
泉
軒
に
移
居
し
て

い
る
。

次
い
で
同
年
十
月
二
十
一
日
条
で
は
、「
藤
侍
者
の
寮
」
に
移
寮
し
て
い
る
。

雲
英
を
指
導
す
る
先
輩
僧
と
し
て
亀
泉
が
選
任
し
た
の
は
、「
春
容
慈
藤○

」
で
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あ
り
、
役
位
は
「
侍
者
」
で
あ
っ
た
。
春
容
の
『
日
録
』
で
の
公
的
行
事
へ
の

参
仕
記
事
は
、
東
相
府
・
足
利
義
政
の
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
正
月
十
八

日
の
相
国
寺
鹿
苑
院
、
さ
ら
に
翌
十
九
日
の
同
方
丈
へ
の
御
成
に
際
し
、
御
相

伴
給
仕
と
し
て
奉
仕
し
た
の
が
早
い
例
で
あ
る
。
蔭
涼
職
・
亀
泉
の
職
務
の
一

つ
に
、
将
軍
の
半
ば
定
例
化
し
て
い
た
僧
院
へ
の
「
御
成
」
に
際
し
た
給
仕
喝

食
の
推
挙
が
あ
っ
た
。
給
仕
喝
食
に
は
、
御
相
伴
給
仕
と
御
前
給
仕
の
別
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
容
姿
容
貌
の
優
れ
た
喝
食
達
が
選
ば
れ
た
。
そ
こ
で
、
亀
泉
の

依
怙
も
存
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
春
容
が
優
れ
た
美
童
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で

あ
ろ
う
。
艶
詞
に
関
わ
る
活
動
に
お
い
て
、
宛
人
の
経
験
者
で
あ
っ
た
こ
と
も

容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
な
お
、
道
号
「
春
容
」
は
、「
小
補
翁
、
字
慈
藤
喝
食

曰
春
容
」（
同
正
月
二
十
四
日
条
）
と
、
小
補
・
横
川
景
三
が
師
僧
・
亀
泉
の
要
請

で
、
い
わ
ば
御
相
伴
給
仕
の
所
役
を
果
た
し
た
こ
と
を
祝
し
て
選
定
、
付
与
し

た
も
の
で
あ
る
。
往
昔
時
に
お
い
て
は
常
識
外
の
暴
挙
で
あ
っ
た
が
、当
代
で
は

僧
堂
に
お
け
る
晴
れ
の
行
事
へ
の
参
仕
が
、道
号
付
与
の
動
機
の
一
つ
に
な
っ

て
い
た
。

春
容
の
居
し
た
「
寮
」
の
実
態
は
明
ら
か
で
な
い
。「

―
寮
」
と
あ
れ
ば
、

一
般
に
は
独
立
の
家
屋
が
想
像
さ
れ
る
が
、『
日
録
』
の
記
事
か
ら
は
、「

―

軒
」
よ
り
下
位
の
単
位
、
規
模
の
居
所
と
解
さ
れ
る
。
多
く
の
内
衆
の
寮
が
軒

内
に
独
立
し
て
営
ま
れ
て
い
た
と
は
考
え
難
い
。
侍
者
位
に
過
ぎ
な
い
春
容
の

場
合
な
ど
は
尚
更
の
こ
と
で
あ
る
。
松
泉
軒
は
再
建
新
築
の
寮
舎
で
あ
り
、
い

ま
だ
増
築
、
整
備
中
で
あ
っ
た
。
春
容
の
寮
も
軒
内
の
一
室
が
仮
に
宛
て
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
続
く
。

今
日
藤
子
寮
造
畢
、
夜
来
招
悦
・
菅
・
駿
、
勧
盃
、
昌
子
亦
与
之
、

（
延
徳
３
・
12
・
22
条
）

今
夜
桂
侍
者
、
藤
侍
者
松
泉
軒
新
寮
初
宿
焉
、
有
小
宴
、

（
延
徳
３
・
12
・
24
条
）

晩
来
於
書
院
有
宴
、
藤
左
・
安
田
・
四
郎
・
福
田
・
藤
子
・
悦
・
菅
・

泉
・
北
房
及
予
、
并
十
人
、
拆
曇
華
、
蓋
藤
左
賀
藤
子
寮
、
々
i
之
故
於

書
院
有
宴
、

（
延
徳
４
・
２
・
20
条
）

年
末
・
十
二
月
二
十
二
日
条
で
は
、
春
容
の
寮
の
造
作
が
一
段
落
つ
い
た
模

様
で
あ
る
。
松
泉
軒
に
一
室
が
建
増
し
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
夜
来
の
祝
宴
に
招
か
れ
た
筆
頭
が
雲
英
で
あ
っ
た
。
同
二
十
四
日
条

で
は
、
侍
者
位
の
桂
＝
竺
英
有
桂
（
翌
四
年
七
月
に
蔵
主
）
が
春
容
の
新
寮
に
初
め

て
宿
し
た
。
こ
の
日
の
記
事
に
は
雲
英
の
参
加
、
同
宿
し
た
形
跡
を
欠
く
。
常

に
起
臥
を
共
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
も
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
常
の
同
居
人

と
し
て
特
記
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
か
、
判
然
と
し
な
い
。
翌
延
徳
四
年
二

月
二
十
日
条
で
は
、
雲
頂
院
の
書
院
で
酒
宴
が
催
さ
れ
る
が
、
そ
の
目
的
は
藤

左
＝
後
藤
藤
左
衛
門
則
季
が
春
容
の
新
寮
を
祝
賀
す
る
た
め
で
あ
っ
た
が
、
寮

が
狭
i
で
あ
る
た
め
に
場
所
を
移
し
た
結
果
で
あ
る
。
藤
子
・
春
容
に
次
い
で

雲
英
の
参
加
が
記
さ
れ
る
。
寮
の
規
模
は
、
こ
の
段
階
で
一
〇
員
が
と
て
も
収

容
し
き
れ
な
い
程
の
、
一
室
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
後
藤
則
季
は
、
亀
泉
と

同
族
・
親
戚
で
あ
り（
４
）
、
赤
松
氏
雑
掌
で
あ
っ
た
が
、
同
氏
の
別
奉
行
と
し
て

― 8―



播
磨
・
美
作
に
点
在
す
る
一
山
派
（
雲
頂
院
派
）
の
荘
園
経
営
の
任
に
当

た
っ
て
い
た
。
当
該
記
事
は
、
前
年
九
月
以
来
の
足
利
義
材
の
六
角
高
頼
討
伐

の
た
め
の
近
江
在
陣
よ
り
、
一
時
帰
京
し
た
折
の
こ
と
で
あ
る
。

藤
公
寮
造
作
、
自
今
朝
始
之
、
藤
左
弁
之
也
、
（
明
応
元
・
７
・
25
条
）

夜
来
於
藤
子
寮
有
宴
、
治
具
温
j
也
、
予
・
茂
叔
・
藤
・
悦
・
柏
・
丹
・

棠
・
成
・
賢
・
悟
・
桂
・
藤
左
・
北
房
・
常
珍
・
新
兵
衛
、
十
五
員
、
自

余
衆
皆
在
縁
、
歌
舞
尽
之
、
予
二
献
将
終
頃
帰
、
及
五
更
徹
、

（
明
応
元
・
８
・
７
条
）

往
藤
寮
看
障
画
、
持
白
k
食
籠
五
種
以
勧
喜
多
坊
、
丹
・
賢
・
桂
・
昌
・

悦
・
菅
・
駿
等
在
座
、

（
明
応
元
・
10
・
８
条
）

春
容
の
寮
の
建
造
は
進
行
・
継
続
中
で
あ
り
、
同
七
月
二
十
五
日
条

（

）
で
は
、
造
作
が
再
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
費
用
を
支
弁
し
た
の
は

後
藤
則
季
で
あ
っ
た
。
同
八
月
七
日
条
で
は
、
春
容
の
寮
で
酒
宴
が
開
か
れ
、

雲
英
は
春
容
に
次
い
で
録
さ
れ
る
。「
自
余
の
衆
は
皆
縁
に
在
り
」
は
、
狭
i

な
室
で
は
あ
る
が
、
一
方
に
広
縁
が
開
か
れ
、
歌
舞
を
演
ず
る
に
も
相
応
し
い

環
境
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
艶
詞
に
関
わ
る
活
動
に
お
い
て
、
差
出

人
を
持
て
成
す
背
景
、
環
境
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
後
藤
則
季
は

い
よ
い
よ
春
容
の
庇
護
者
と
目
さ
れ
、「
北
房
」
は
か
つ
て
亀
泉
の
附
弟
・
月

船
宗
継
で
あ
っ
た
画
師
の
小
栗
宗
継
（
宗
湛
の
息
男
）
で
あ
る
。
同
十
月
八
日

条
は
、
春
容
の
寮
の
障
子
画
を
製
作
中
の
宗
継
（「
喜
多
坊
」）
を
慰
労
し
た
宴
の

記
事
で
あ
る
。
室
内
に
装
飾
が
施
さ
れ
、
ま
す
ま
す
の
充
実
で
あ
る
。

春
容
は
、
法
諱
の
「
藤
」
字
よ
り
類
推
す
る
に
、
後
藤○

氏
の
一
族
で
は
あ
る

ま
い
か
。
亀
泉
に
と
っ
て
は
同
族
の
縁
が
あ
り
、
後
援
・
庇
護
者
が
共
通
す
る

と
こ
ろ
か
ら
、
自
己
の
寮
舎
・
松
泉
軒
内
に
寮
室
を
構
え
る
こ
と
を
許
容
し
た

も
の
と
想
像
す
る
。

２
　
後
援
者

﹇
九
峰
宗
成
﹈

喝
食
で
あ
る
雲
英
の
僧
堂
生
活
は
、
師
僧
・
亀
泉
を
は
じ
め
と
す
る
雲
頂
院

内
衆
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
内
衆
に
つ
い
て
の
詳
し
い
紹
介
は
省
略

す
る
が
、
内
衆
に
準
じ
た
存
在
と
し
て
の
九
峰
宗
成
の
後
援
に
つ
い
て
、
説
明

を
補
足
す
る
。

前
述
の
ご
と
く
、
九
峰
が
居
住
し
た
の
は
、
雲
渓
支
山
の
開
創
し
た
玉
龍
庵

で
あ
っ
た
。

今
朝
建
立
玉
龍
庵
、
以
故
九
峰
懈
怠
、（
中
略
）
夜
来
九
峰
来
云
、
今
日

建
立
玉
龍
庵
内
、
造
作
調
可
供
一
覧
云
々
、

（
延
徳
４
・
７
・
11
条
）

延
徳
四
年
七
月
頃
（

）
に
、
九
峰
が
塔
頭
・
玉
龍
庵
を
建
立
、
開
創

し
た
と
も
解
し
得
る
引
用
部
の
書
出
し
で
あ
る
が
、
直
後
の
「
玉
龍
庵
内○

」
を

勘
案
す
る
時
は
、
庵
内
に
自
ら
の
寮
舎
を
造
作
・
新
築
し
た
記
事
と
し
て
解
さ

れ
る
。
経
済
的
に
は
富
裕
で
あ
っ
た
。

足
利
義
政
の
息
男
と
も
言
わ
れ
、
将
軍
家
や
有
力
武
家
と
蔭
涼
職
の
橋
渡
し

的
な
役
割
を
も
果
た
し
得
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
注
目
さ
れ

同
十
九
日
改

元
。
明
応

七
月
十
九
日
開

元
。
明
応
に
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る
の
は
、
例
え
ば
、
雲
英
（
宗
茂
）
ば
か
り
で
な
く
、

夜
来
九
峰
来
云
、
樹
蔭
仲
自
堺
入
洛
、
為
礼
来
、
持
以
堺
樽
一
荷
、
串
柿

二
束
、
昆
布
一
束
、
不
面
之
、
謝
詞
丁
寧
、

（
明
応
２
・
２
・
９
条
）

の
よ
う
に
、
泉
州
堺
の
禅
院
・
禅
僧
と
京
洛
の
そ
れ
ら
と
の
仲
介
役
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
雲
英
の
場
合
、
さ
ら
に
九
峰
は
、
堺
側
の
庇
護
者
・
後

援
者
の
、
京
洛
・
相
国
寺
に
お
け
る
窓
口
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
模
様
で
あ

る
。
そ
の
実
態
は
次
項
で
明
白
で
あ
ろ
う
。

﹇
田
村
入
道
宗
森
﹈

堺
出
身
の
雲
英
の
出
自
は
未
詳
な
が
ら
、
蔭
涼
職
の
亀
泉
の
許
に
附
弟
と
し

て
託
さ
れ
、
寵
愛
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
し
て
、
い
ず
れ
は
土
地
の
富
裕
の

商
人
、
名
家
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
有
力
候
補
と
目
さ
れ
る
の
が
、

田
村
入
道
宗
森
で
あ
る
。
堺
に
お
け
る
雲
英
の
後
援
者
の
筆
頭
で
あ
っ
た
。
前

掲
、
雲
英
の
亀
泉
附
弟
を
見
届
け
て
堺
に
還
帰
す
る
泰
叔
が
、「
一
行
を
田
村

宗
信
方
に
伝
ふ
」（

）
と
、
亀
泉
よ
り
書
信
を
託
さ
れ
た

相
手
で
あ
る
。

翌
延
徳
三
年
に
は
次
の
記
事
が
認
め
ら
れ
る
。

自
田
村
帯
刀
入
道
宗
森
方
、
状
到
来
、
副
以
樽
壹
荷
、
昆
布
一
折
、
海

松
一
籠
、

（
延
徳
３
・
７
・
12
条
）

自
田
村
帯
刀
入
道
方
樽
一
荷
、
昆
若
十
挺
、
蜜
柑
一
籠
上
之
、
九
峰
持
之

来
、
又
悦
公
正
月
衣
料
三
百
疋
上
之
云
々
、

（
延
徳
３
・
12
・
19
条
）

前
者
に
「
田
村
帯
刀
入
道
宗
森
」
と
鄭
重
に
表
記
さ
れ
る
の
は
、
先
方
よ
り

の
正
式
な
書
信
、
贈
答
が
初
度
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
後
者
は
歳
暮
の

謝
礼
で
あ
る
。
正
月
の
節
料
、
特
に
衣
料
三
百
疋
（
三
貫
文
）
が
届
け
ら
れ
る

点
に
注
目
す
る
。
新
春
の
晴
着
、
さ
ら
に
は
春
物
を
用
意
す
る
責
務
は
、
親

（
族
）
が
担
う
の
が
相
応
し
い
。
艶
詞
劇
の
観
点
か
ら
は
、
喝
食
・
美
童
が
最

も
腐
心
す
る
の
が
衣
装
で
あ
っ
た
。
美
服
を
身
に
纏
い
、
衆
目
を
集
め
る
こ
と

が
宛
人
の
肝
要
事
と
あ
れ
ば
、
庇
護
者
は
特
別
に
別
途
衣
料
の
調
達
が
必
要
で

あ
る
。
次
い
で
、
亀
泉
の
許
に
持
参
し
た
の
は
九
峰
で
あ
り
、
仲
介
・
取
次
役

を
果
た
し
て
い
る
。
九
峰
は
堺
と
の
間
に
特
別
の
交
流
関
係
、
連
絡
網
を
築
い

て
お
り
、
翌
日
の
二
十
日
条
で
は
、
亀
泉
は
返
章
を
盛
文
慈
昌
に
認
め
さ
せ
、

こ
れ
を
九
峰
方
に
届
け
て
い
る
。

宗
森
と
亀
泉
の
親
交
の
実
態
が
窺
わ
れ
る
の
は
、
延
徳
四
年
度
で
あ
る
。
こ

の
年
の
二
月
朔
日
条
で
は
、「
木
毬
」
（
銭
五
百
文
）
を
添
え
た
、
年
始
の
礼
状
が

届
け
ら
れ
る
。
同
六
日
条
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

雲
上
司
今
日
堺
江
下
、
早
旦
来
、
贈
之
以
画
扇
一
本
、
悦
公
百
事
不
便
之

時
宜
説
破
之
、
永
昌
院
浴
室
料
一
月
四
百
疋
許
上
之
、
年
中
五
千
疋
許
納

之
云
々
、
予
云
、
此
内
二
千
疋
許
京
進
有
之
者
、
悦
公
衣
料
大
l
可
弁
之

乎
由
、
可
有
伝
語
宗
森
云
々
、
田
村
帯
刀
入
道
宗
森
返
章
、
命
昌
子
書

之
、
贈
以
画
扇
一
柄
、
杉
原
十
帖
、

亀
泉
は
雲
上
司
・
泰
叔
に
対
し
、「
悦
公
、
百
事
不
便
の
時
宜
之
を
説
破
す
」

と
、
雲
英
の
諸
事
に
お
け
る
不
如
意
の
状
態
を
強
く
訴
え
、
養
育
料
の
増
額
を

願
っ
て
い
る
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
雲
英
の
衣
料
の
支
弁
で
あ
っ
た
。
宛

延
徳
二
年
十
一
月
十
五
日
条
。
音

通
、
信→

森
の
誤
解
と
解
し
た
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人
・
雲
英
と
差
出
人
と
の
間
で
艶
詞
に
関
わ
る
本
格
的
な
活
動
が
展
開
さ
れ
る

の
が
、
こ
の
年
・
延
徳
四
年
の
四
月
以
降
で
あ
る
。
美
童
の
宛
人
と
し
て
の
存

在
を
示
す
た
め
に
、
師
僧
で
あ
る
亀
泉
が
四
苦
八
苦
し
て
い
る
様
子
が
窺
え

る
。
永
昌
院
―
浴
室
料
―
宗
森
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
確
で
は
な
い
が
、
浴

室
料
を
上
納
す
る
こ
と
で
従
来
永
昌
院
を
後
援
し
て
き
た
宗
森
に
対
し
、
雲
英

が
亀
泉
膝
下
に
加
わ
っ
た
か
ら
に
は
、
そ
の
一
部
を
亀
泉
の
許
に
届
け
納
め
て

ほ
し
い
と
い
う
主
張
に
解
さ
れ
る
。
泰
叔
に
宗
森
へ
の
伝
言
を
依
頼
す
る
と
同

時
に
、
年
始
状
へ
の
返
章
と
し
て
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

伝
言
や
書
状
の
内
容
に
緊
急
の
要
を
感
取
し
た
も
の
か
、
宗
森
は
間
も
な
く

自
身
で
上
洛
す
る
。

昨
日
田
村
宗
森
上
洛
、
以
九
峰
来
日
朔
可
調
小
斎
云
々
、
必
可
参
云
々
、

（
延
徳
４
・
２
・
29
条
）

田
村
宗
森
禅
門
請
待
之
、
斎
三
汁
十
四
菜
、
中
湯
三
返
、
不
用
半
盃
、
最

下
戸
也
、
冷
j
、
九
果
、
茶
了
、
話
大
半
及
大
唐
広
大
之
事
、
悦
公
、
藤

子
、
九
峰
、
相
伴
、

（
延
徳
４
・
３
・
朔
条
）

田
村
宗
森
下
国
、
仍
以
丹
公
贈
白
練
面
一
、
杉
原
十
帖
、

（
延
徳
４
・
３
・
11
条
）

悦
・
管
今
朝
於
西
庵
有
斎
、
自
宗
森
方
昨
日
贈
魚
物
勧
之
也
、

（
延
徳
４
・
３
・
12
条
）

二
月
二
十
九
日
条
。
宗
森
の
上
洛
は
昨
日
・
二
十
八
日
で
あ
り
、
翌
三
月
朔

日
に
は
九
峰
に
依
頼
し
て
調
え
た
小
斎
会
に
亀
泉
を
招
待
し
て
い
る
。
宗
森
は

九
峰
を
窓
口
に
し
て
亀
泉
と
接
触
し
た
様
子
で
あ
る
。
三
月
朔
日
条
。
宗
森
が

請
待
し
た
斎
会
で
あ
っ
た
が
、
宗
森
は
「
最
下
戸
」
で
あ
り
、「
話
の
大
半
、

大
唐
広
大
の
事
に
及
ぶ
」
を
特
記
す
る
。
宗
森
自
身
が
渡
明
経
験
を
有
し
た
か

否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
贈
答
品
に
海
産
物
や
諸
国
の
名
産
の
多
い
こ
と
な
ど

を
勘
案
す
れ
ば
、
交
易
の
従
事
者
・
商
業
者
で
あ
っ
た
か
。
な
お
、
当
日
の
相

伴
者
は
、「
悦
公
」
の
雲
英
の
ほ
か
に
、「
藤
子
」
の
春
容
、
九
峰
と
あ
る
。
い

ず
れ
も
雲
英
の
直
近
の
庇
護
者
で
あ
る
。
同
十
一
日
条
。
こ
の
日
に
堺
に
帰
国

し
て
い
る
。
こ
の
間
十
日
余
り
の
在
京
で
、
亀
泉
と
の
接
触
、
交
流
は
不
鮮
明

で
、
淡
白
で
あ
っ
た
か
に
見
え
る
。
が
、
九
峰
を
も
通
じ
、
懸
案
で
あ
っ
た
養

育
料
の
増
額
等
に
つ
い
て
談
合
さ
れ
、
一
定
の
成
果
が
亀
泉
側
に
齎
さ
れ
た
も

の
と
想
像
す
る
。
な
お
、
翌
十
二
日
条
で
は
、
亀
泉
の
餞
別
の
贈
物
に
対
す
る

宗
森
の
返
礼
の
「
魚
物
」
が
、
雲
英
と
叔
原
が
設
け
た
西
庵
方
の
斎
食
に
供
さ

れ
た
。
西
庵
は
、
亀
泉
も
助
縁
し
て
購
入
・
移
築
さ
れ
た
小
家
を
も
指
す
が
、

主
人
（

）
は
雲
頂
院
・
亀
泉
下
の
僧
の
衣
服
、
し
か
も
上
質
の
衣
装
の

裁
断
が
一
任
さ
れ
て
い
る
。
西
庵
は
、
そ
も
そ
も
は
美
作
国
江
見
の
江
見
伊
豆

守
の
被
官
・
清
水
雅
楽
助
の
宿
所
で
あ
り
（

）、
江
見
伊
豆
守
の
息

男
は
、
差
出
人
・
亀
泉
が
異
常
な
ほ
ど
に
寵
愛
し
た
宛
人
に
も
相
当
す
る
月
江

寿
桂
で
あ
っ
た（

５
）

。
ま
た
、
亀
泉
の
季
節
の
食
料
や
草
花
の
贈
答
を
通
じ
て
の

心
遣
い
や
、
後
藤
則
季
（「
藤
左
」）
や
春
容
と
の
親
近
の
様
子
か
ら
判
断
し
て
、

西
庵
は
後
藤
氏
の
一
族
で
あ
っ
た
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
雲
英
と
叔
原
は
、
喝
食
と
し
て
の
晴
着
裁
断
に
対
し
、
謝
意
を
示
し
て
い
る
。

『
日
録
』
延
徳
二
年

十
月
十
日
条
参
照

女
性
で
、

尼
形
か
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延
徳
四
年
に
は
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
認
め
ら
れ
る

（

）。

晩
来
自
堺
之
宗
森
方
状
到
来
、
九
峰
持
之
来
、
樽
一
荷
、
海
松
一
籠
、
昆

布
三
種
恵
之
、
年
々
嘉
例
也
、

（
明
応
元
・
７
・
21
条
）

田
村
宗
森
返
章
命
昌
子
書
之
遣
之
、（
中
略
）
午
時
寂
寞
、
切
丹
瓜
酌
泉

酒
勧
一
衆
、
悦
・
菅
・
駿
・
泉
・
柏
・
丹
・
賢
・
久
・
桂
・
藤
・
昌
・
北

房
・
二
木
・
市
河
・
一
沙
・
一
童
・
了
伝
等
勧
之
、
皆
叫
好
酒
、

（
明
応
元
・
７
・
22
条
）

晩
来
自
田
村
帯
刀
入
道
宗
森
方
、
歳
暮
之
賀
状
到
来
、
副
以
樽
一
荷
・
昆

布
・
昆
若
、
悦
公
正
月
衣
料
三
繦
上
之
、

（
明
応
元
・
12
・
13
条
）

七
月
二
十
一
日
条
で
は
、
酒
樽
と
海
産
物
に
添
え
て
、
宗
森
方
よ
り
の
書
状

が
、
九
峰
に
よ
っ
て
届
け
ら
れ
る
。「
年
々
の
嘉
例
な
り
」
と
、
慣
例
と
し
て

定
着
し
て
い
る
。
翌
二
十
二
日
に
は
、
宗
森
へ
の
返
章
を
命
じ
、
お
そ
ら
く
は

九
峰
の
許
に
届
け
て
い
る
。
そ
の
後
、
寂
寞
を
慰
め
る
た
め
に
丹
波
瓜
を
切

り
、「
泉
酒
」
を
酌
ん
で
い
る
が
、
こ
の
泉
酒
こ
そ
は
前
日
に
宗
森
方
よ
り
届

け
ら
れ
た
「
樽
一
荷
」
で
あ
っ
た
ろ
う
。「
皆
、
好
酒
を
叫
ぶ
」
と
、
銘
酒
と

し
て
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。
雲
英
の
名
前
は
一
衆
の
筆
頭
に
録
さ
れ
る
。
十
二
月

十
三
日
条
で
は
、
こ
れ
も
恒
例
と
し
て
定
着
し
た
観
の
あ
る
歳
暮
の
賀
状
と
と

も
に
雲
英
の
た
め
の
衣
料
と
し
て
「
三
繦
」（
三
貫
文
）
が
届
け
ら
れ
て
い
る
。

前
年
の
記
事
を
勘
案
す
れ
ば
、
新
春
の
た
め
の
衣
服
料
の
相
場
が
三
貫
文
で
あ

っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

明
応
二
年
に
は
、
三
月
二
十
六
日
条
と
七
月
八
日
条
に
、
そ
れ
ぞ
れ
宗
森
へ

の
返
章
を
盛
文
に
命
じ
て
書
か
せ
た
記
事
が
載
る
。（

）

田
村
帯
刀
入
道
宗
森
は
、
泉
州
堺
に
在
り
、
お
そ
ら
く
は
親
族
と
し
て
、
雲

英
を
経
済
的
に
後
援
し
て
い
る
。
そ
の
際
に
は
、
雲
溪
支
山
下
と
目
さ
れ
る
永

昌
院
（
堺
）
―
玉
龍
庵
（
京
洛
）
の
交
流
網
を
利
用
し
、
九
峰
の
仲
介
を
得

て
い
た
。

﹇
香
河
備
中
守
﹈

九
峰
宗
成
が
亀
泉
の
意
を
承
け
て
事
を
運
ん
だ
と
解
さ
れ
る
が
、
次
の
報
告

記
事
が
あ
る
。

晩
来
九
峰
来
云
、
香
備
・
悦
公
父
子
之
契
相
定
、
珍
重
云
々
、

（
明
応
元
・
10
・
17
条
）

「
香
備
」
と
「
悦
公
」
の
間
で
「
父
子
の
契
り
」
が
結
ば
れ
た
こ
と
を
祝
賀

し
て
い
る
。
香
備
は
、
香○

河
備○

中
守
の
省
略
形
で
あ
る
（

）。
香
河

氏
某
と
雲
英
と
の
間
で
、
猶
子
・
養
子
縁
組
が
整
っ
た
こ
と
を
指
す
。
明
応
元

年
十
月
十
七
日
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
縁
組
の
成
立
以
降
、
雲
英
は
有
髪
の

僧
童
の
姿
で
香
備
宅
を
訪
れ
、
主
と
し
て
宴
席
の
給
仕
役
と
し
て
彩
り
を
添

え
、
宿
泊
の
後
に
帰
院
す
る
と
い
っ
た
記
事
が
頻
出
す
る
よ
う
に
な
る
。

晩
来
悦
也
・
藤
也
m

香
河
備
中
守
宅
、
九
峰
同
途
、
自
是
贈
以
五
合
三

荷
、
同
息
五
郎
次
郎
方
江
七
宝
香
炉
・
銅
小
鉢
入
之
、
杉
原
十
帖
、
同
女

中
三
百
疋
折
帋
、
同
大
田
蔵
人
方
江
堆
紅
香
合
・
杉
原
十
帖
、
乃
備
中
守

対
面
、
有
宴
、
太
奔
走
、
三
献
了
帰
及
初
夜
、
備
中
守
明
旦
参
宮
、
帰
洛

本
稿
で
も
略
称

「
香
備
」
を
使
用

同
年
の
記
事
は
九
月

二
十
三
日
条
ま
で

七
月
十
九
日
、
改

元
。
延
徳→

明
応
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則
可
致
参
謝
云
々
、

（
明
応
元
・
10
・
20
条
）

縁
組
成
立
の
直
後
、
指
導
役
の
春
容
、
さ
ら
に
は
亀
泉
の
代
理
の
後
見
役
と

し
て
の
九
峰
に
伴
わ
れ
、
香
備
宅
に
参
上
し
て
い
る
。
一
族
内
の
主
立
っ
た
顔

触
れ
に
土
産
物
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
晴
れ
て
の
対
面
で
あ
る
。
父
・
子
と
し

て
の
初
対
面
の
宴
で
あ
っ
た
ろ
う
。
香
備
に
は
翌
日
の
伊
勢
参
宮
が
控
え
て
お

り
、
慌
し
い
中
で
の
対
面
で
あ
っ
た
。
香
河
方
よ
り
の
返
礼
は
同
十
一
月
十
五

日
条
に
見
え
る
が
、
九
峰
が
仲
介
の
上
で
、「
明
日
使
僧
を
以
て
謝
を
伸
べ
ら

る
、
然
る
べ
し
」
と
助
言
し
て
い
る
。
九
峰
の
縁
組
仲
人
役
が
こ
こ
に
も
示
唆

さ
れ
て
い
る
。

明
応
元
年
に
お
け
る
こ
の
外
の
、
雲
英
の
猶
子
と
し
て
の
活
動
を
以
下
に
掲

げ
る
。悦

公
往
香
河
備
中
守
宅
、
有
宴
入
夜
帰
、
九
峰
同
途
之
、

（
明
応
元
・
11
・
朔
条
）

伊
勢
よ
り
帰
洛
の
後
、
香
備
は
改
め
て
宴
へ
の
参
仕
を
要
請
し
て
い
る
。
喝

食
給
仕
の
役
割
を
果
た
す
た
め
で
あ
る
。
九
峰
が
後
見
し
て
い
る
。

自
香
河
備
中
守
以
使
者
云
、
来
七
日
藤
・
悦
煎
点
、
蓋
古
香
河
中
書
十
七

年
忌
也
云
々
、
必
可
進
云
々
、
九
峰
・
n
上
司
亦
同
前
、

（
明
応
元
・
11
・
５
条
）

香
備
は
、
故
香
河
中
書
（

）
の
十
七
年
忌
の
法
要
を
営
む
た
め
に
、

雲
英
の
ほ
か
春
容
・
九
峰
・
n
＝
華
胤
宗
n
を
招
請
し
て
い
る
。
雲
英
は
、
喝

食
と
し
て
の
給
仕
の
ほ
か
に
、
い
ま
だ
正
式
の
僧
で
は
な
い
が
、
香
河
一
族
の

僧
・
家
僧
と
し
て
の
振
舞
が
要
求
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
指
導
す
る

の
が
、
九
峰
・
華
胤
の
役
割
で
あ
る
。
煎
点
は
、煎
茶
を
点
て
、点
心
（

）

を
供
す
る
意
で
あ
る
。
同
七
日
条
に
拠
れ
ば
、
上
記
の
四
員
は
香
備
宅
に
赴

き
、
晩
に
及
び
帰
院
し
て
い
る
。

悦
也
往
香
河
宅
、
蓋
為
養
生
也
、

（
明
応
元
・
12
・
25
条
）

雲
英
は
「
養
生
」
の
た
め
に
香
備
宅
に
出
か
け
て
い
る
。
養
家
へ
の
里
下

り
・
宿
下
り
で
あ
ろ
う
。
実
家
よ
り
遠
く
離
れ
て
い
る
雲
英
に
と
っ
て
、
殺
伐

と
し
た
僧
堂
生
活
か
ら
一
時
開
放
さ
れ
て
い
る
。
父
子
契
約
・
養
子
縁
組
の
意

義
や
有
効
性
の
一
端
が
示
さ
れ
る
。
同
二
十
七
日
の
帰
院
で
あ
る
。

以
桂
子
歳
暮
礼
講
之
者
、
安
富
筑
後
守
、
香
河
備
中
守
、
禅
昌
院
、
右
馬

頭
殿
、
遊
初
軒
、
赤
松
出
羽
守
殿
、

（
明
応
元
・
12
・
28
条
）

竺
英
を
使
者
と
し
て
、
諸
方
に
歳
暮
の
礼
を
講
じ
て
い
る
が
、
香
備
は
安
富

筑
後
守
元
家
（
略
称
「
安
筑
」）
に
次
い
で
い
る
。
安
筑
が
細
川
政
元
（

）
の

有
力
被
官
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
香
備
も
あ
る
い
は
同
様
に
同
家
の
被
官
で
あ

っ
た
か
。
他
の
俗
家
は
右
馬
頭
殿
＝
細
川
政
国
（

）
と
赤
松
出
羽
守
殿
＝

有
馬
則
秀
で
あ
る
。
亀
泉
が
香
備
家
と
の
関
係
を
重
視
し
て
い
る
一
証
と
な

ろ
う
。悦

也
往
香
河
備
中
守
宅
、
九
峰
同
途
、
白
綾
小
袖
一
領
、
亀
甲
紋
帯
一

筋
、
香
河
方
恵
之
、
帰
時
九
峰
来
、
勧
盃
、（
中
略
）
悦
・
菅
・
駿
、
与

白
綾
小
袖
、
帯
一
筋
、
桂
・
藤
・
泉
、
各
帯
一
筋
与
之
、

（
明
応
元
・
12
・
晦
条
）

典
厩

家
■

管
領

家
■

簡
単
な

食
事

中
書
は
中

務
の
唐
名
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大
晦
日
、
雲
英
は
歳
暮
の
礼
の
た
め
に
香
備
宅
に
下
っ
て
い
る
。
香
備
は
新

春
の
晴
着
と
し
て
、
白
綾
小
袖
と
亀
甲
紋
帯
を
用
意
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
受

取
る
の
が
九
峰
の
役
割
で
あ
っ
た
か
。
晴
着
は
改
め
て
亀
泉
よ
り
雲
英
に
下
賜

さ
れ
た
が
、
亀
泉
か
ら
の
小
袖
と
帯
が
雲
英
・
叔
原
・
慈
駿○

の
三
子
で
同
一
表

記
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
は
、
予
め
亀
泉
の
側
か
ら
各
子
の
後
援
者
（
実
家
や
養

家
）
に
要
請
・
注
文
し
て
い
た
か
に
み
え
る
。
喝
食
に
と
っ
て
衣
装
は
か
け
が

え
の
な
い
必
需
品
で
あ
り
、
後
援
者
が
こ
れ
を
負
担
す
る
責
務
を
負
わ
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。

明
応
元
年
十
月
末
に
縁
組
が
成
立
し
て
以
降
、
年
末
ま
で
の
二
箇
月
間
に
わ

た
る
父
子
と
し
て
の
関
係
を
紹
介
し
た
。
明
応
二
年
に
入
る
と
、
猶
子
と
し
て

の
喝
食
の
役
割
に
つ
い
て
習
熟
し
た
か
に
見
え
、
雲
英
の
養
家
へ
の
訪
問
に
際

し
て
、
春
容
や
九
峰
の
同
伴
、
後
見
は
減
少
す
る
。

悦
公
赴
香
備
宅
有
其
招
也
、
生
栗
小
盆
一
、
福
力
恵
之
、

（
明
応
２
・
８
・
24
条
）

悦
也
斎
前
自
香
備
宅
帰
、
赴
妙
音
院
給
仕
、

（
明
応
２
・
８
・
26
条
）

力
者
で
あ
っ
た
満
福
が
途
次
の
警
護
役
と
し
て
付
添
っ
た
か
。
香
備
宅
に
宿

泊
し
て
帰
院
し
た
由
を
、
簡
潔
に
録
す
る
に
止
ま
る
記
事
が
多
く
な
る
。

於
香
備
宅
、
彦
四
郎
九
世
舞
有
之
、
悦
也
被
請
往
、（

明
応
２
・
３
・
５
条
）

自
香
河
備
中
守
贈
袷
一
領
、
玉
虫
色
練
也
、

（
明
応
２
・
４
・
14
条
）

前
者
で
は
、
香
備
宅
に
お
い
て
九
世
舞
（
曲
舞
）
が
演
ぜ
ら
れ
、
雲
英
は
招

請
さ
れ
て
赴
い
て
い
る
。
翌
日
条
に
「
終
夜
宴
有
り
」
と
報
ず
る
と
こ
ろ
か

ら
、
観
舞
へ
の
招
待
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
酒
宴
に
お
け
る
給
仕
の
た
め
で
あ

っ
た
ろ
う
。
後
者
で
は
「
袷
」
が
贈
ら
れ
る
。
季
節
の
変
わ
り
目
に
相
当

し
た
。

亀
泉
が
示
寂
し
た
た
め
、
記
録
の
期
間
は
一
年
間
に
も
満
た
な
い
が
、
父
子

と
し
て
の
縁
組
の
実
態
が
窺
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
雲
英
に
と
っ
て
、
養
家
の
香

備
宅
は
、
俗
の
家
族
的
団
欒
を
味
わ
う
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
場
で
あ
っ
た
ろ

う
。
さ
ら
に
、
特
別
に
高
い
出
自
や
富
裕
の
実
家
を
有
さ
な
い
喝
食
に
と
っ

て
、
父
子
の
契
り
を
結
ぶ
こ
と
は
、
経
済
的
な
面
で
の
安
定
が
得
ら
れ
、
美
童

と
し
て
の
体
面
を
保
つ
た
め
に
必
須
の
要
件
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
喝

食
の
師
僧
に
と
っ
て
も
、
自
ら
の
寺
院
の
檀
越
・
庇
護
者
を
確
保
・
充
実
し
、

緊
密
な
関
係
を
構
築
す
る
た
め
の
有
効
な
手
段
で
あ
っ
た
。
喝
食
、
特
に
美
貌

の
喝
食
は
、
寺
院
に
と
っ
て
重
要
な
人
材
と
し
て
、
大
い
に
歓
迎
さ
れ
た
。
養

家
に
し
て
み
れ
ば
、
経
済
的
な
負
担
を
負
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
代
償
と
し
て

得
ら
れ
る
も
の
が
、
喝
食
の
宴
会
で
の
給
仕
や
家
僧
と
し
て
の
活
動
で
は
、
あ

ま
り
に
釣
り
合
わ
な
い
か
に
見
え
る
。
が
、
高
い
寺
格
の
寺
院
の
檀
越
と
し
て

こ
れ
を
後
援
し
、
さ
ら
に
喝
食
と
猶
子
縁
組
を
結
ぶ
こ
と
は
、
自
ら
の
家
の
格

式
を
高
め
、
世
間
に
誇
示
す
る
に
好
機
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。

雲
英
の
艶
詞
に
関
わ
る
活
動
は
、
同
年
（

）
四
月
よ
り
本
格
的
に
展

開
さ
れ
て
い
る
。
父
子
契
約
が
整
っ
た
同
十
月
の
時
点
は
、
差
出
人
・
子
淵
承

珍
と
の
間
で
の
初
歓
が
実
現
し
た
直
後
で
、
艶
詩
が
し
き
り
に
送
呈
さ
れ
る
、

改
元
前
の

延
徳
四
年
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最
高
潮
の
時
期
に
相
当
す
る
（
別稿
）。
艶
詞
に
関
わ
る
活
動
と
父
子
契
約
と
の
時

期
が
符
合
す
る
こ
と
は
、
両
者
が
密
接
に
関
連
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
両
者

で
の
喝
食
と
し
て
の
主
要
な
役
割
は
、
い
ず
れ
も
酒
宴
を
中
心
と
す
る
会
に
給

仕
役
と
し
て
奉
仕
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
喝
食
給
仕
は
、
当
代
の
酒
宴
文
化
を

支
え
る
独
特
の
現
象
と
も
理
解
さ
れ
る
が
、
喝
食
に
と
っ
て
は
自
己
の
存
在
を

禅
林
内
外
に
主
張
す
る
貴
重
な
機
会
で
あ
っ
た
。

注（
１
）

蔭
木
英
雄
著
『
蔭
涼
軒
日
録
―
室
町
禅
林
と
そ
の
周
辺
』（
そ
し
え
て．

昭
62
）

は
、『
日
録
』
の
基
本
的
な
解
説
書
で
あ
り
、
本
稿
も
多
大
な
学
恩
を
蒙
っ
た
。

（
２
）

今
泉
淑
夫
『
禅
僧
た
ち
の
室
町
時
代
―
中
世
禅
林
も
の
が
た
り
―
』（
吉
川
弘
文

館
、
平
22
）
の
「
情
を
か
け
る
―
「
美
丈
」
の
少
年
僧
―
」
の
章
を
も
参
照
。

（
３
）

泰
叔
の
た
め
の
送
行
詩
会
の
開
催
を
中
心
に
、
拙
著
『
禅
林
の
文
学
―
詩
会
と
そ

の
周
辺
』（
清
文
堂
・
平
16
）
第
二
部
・
第
一
章
・
第
二
節
・
第
二
項
「『
蔭
涼
軒
日

録
』
に
お
け
る
実
態
」
に
お
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

（
４
）
注
（
１
）
蔭
木
氏
著
書
で
は
、
伯
父
・
亀
泉
と
甥
・
藤
左
の
関
係
を
想
定
さ
る
。

（
５
）

拙
論
「
禅
林
に
お
け
る
艶
詞
文
芸
を
め
ぐ
っ
て
―
『
蔭
涼
軒
日
録
』
に
お
け
る
亀

泉
集
証
と
月
江
寿
桂
―
」（
鈴
峯
女
子
短
期
大
学
『
人
文
社
会
科
学
研
究
集
報
』
第
五

十
七
集
、
平
22
・
12
）
参
照
。

（
付
記
）

本
稿
は
、
中
世
文
学
会
・
平
成
二
十
二
年
度
秋
季
大
会
に
お
け
る
講
演
「
禅
林
に
お
け

る
艶
詞
文
芸
を
め
ぐ
っ
て
」
の
内
容
の
一
部
を
文
章
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
の
二
点

も
、
同
様
の
事
情
に
よ
る
論
考
で
あ
る
。

B

注
（
５
）
に
同
じ

q

「
禅
林
に
お
け
る
艶
詞
文
芸
を
め
ぐ
っ
て
―
研
究
の
現
状
と
現
存
作
品
集
（
群
）」（『
中

世
文
学
研
究
』
第
56
号
、
平
23
・
６
）

―
あ
さ
く
ら
・
ひ
さ
し
、
鈴
峯
女
子
短
期
大
学
教
授
・
広
島
大
学
名
誉
教
授
―
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